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導入事例 C a s e  S t u d y

DataSpider Servista

教育改革を下支えするシステム再構築
全学生に関わる複雑なシステム間
データ連携処理の短期開発を実現

学校法人駒澤大学

（ 取材日：2013年12月 ）

新システムでは、学生サポートを充実させる
ため、各部署間で利用できるように、各業
務システムの情報を集約する新たな共有
データベースを設けることとなった。
一方、新年度に間に合わせるため、限ら
れた期間内に完成させる必要があった。

教学の発展を目的とした2014年度の教育改革に向け、駒澤大学は新教育制度に対応
したシステムの再構築に着手しました。新システムでは、新規に設計した共有データ
ベースを中核とし、業務別に存在する各システム間を相互に連携して情報を共有してい
ます。様々な環境にまたがるシステム間の複雑なデータ連携処理にDataSpider 
Servistaを活用し、限られた期間での効率的な開発を実現しました。

P O I N T

共有データベースとの連携部分は、各業務
システム担当のベンダーが手掛けることに
なっていた。連携はスクラッチ開発でなく
市販EAI/ETLツールを用いることとし、比
較検討の結果、開発のしやすさやデバッグ
の容易さなどからDataSpider Servistaの
採用を決定。開発ルールを共通化すること
で運用統合を図った。

システム習熟の容易さと高い開発生産性
で、各 ベンダーによる短 期 開 発を
DataSpider Servistaが後押し。トリガー
を巧みに組み合わせ、複数システム間の複
雑なデータ連携を実現。新システムの肝と
なる共有データベースの定義変更にも素
早く対応できる高い保守性を実現。

複数トリガーの組み合わせで、複雑
なシステム間のデータ連携バッチ
処理も時間ロスなく実行

習得が容易であり、システム品質の
統一化を実現

高い開発生産性により、新教育制度
開始までの限られたスケジュール内
で最大限の効果を発揮
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：東京都世田谷区駒沢1丁目23番1号
：1882年
：教員1048名（専任332名）、
  職員250名（専任225名） （2013年現在）
 : http://www.komazawa-u.ac.jp/
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ユ ー ザ 数

データソース

利 用 業 務

：教育機関
：教職員約1300名、
  学生約1万6000名
：SQL Server 2008 R2、
  PostgreSQL
：教務事務、
  学生向けWebサービス
（ポータル）
  など関連システム

開校から130年、前身となった曹洞宗の学寮からは
420年の歴史を持つ私立総合大学。禅の精神に
基づく「行学一如」を理念に掲げ、7学部と8つの大
学院研究科で約1万6000人の学生が学んでいます。
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共有データベース

教務事務システム
参照／更新

就職関連システム

Red Hat Linux/
PostgreSQL

Windows Server 2008 R2/
SQL Server 2008 R2 大学院・法科大学院システム

Windows Server 2008 R2/
SQL Server 2008 R2

学生カルテ
Red Hat Linux/PostgreSQL

Web双方向サービス
Red Hat Linux/PostgreSQL



DataSpider Servista

など複雑に絡み合う連携処理が始業前に必ず完
了するよう、個々の連携処理の繋がりや順序に
配慮して設計が行われました。同期スケジュール
の設計を担当した教務部 学務課 教務システム係
の津吹洋平氏は、次のように語ります。

津吹氏　最初にスケ
ジュールトリガーを使っ
て同期を開始し、その後
はファイルトリガーを使
い、前のシステムから出
力されたCSV形式の中間
ファイルを受けて順次ス
タートする流れとしまし
た。始業前、8時50分に
はデータが使える状態になっている必要がありま
すので、各連携処理に最大限の時間を要したと仮
定して、それでも間に合うよう組み合わせました。
今のところ処理に遅延は見られず、問題なくデー
タ連携ができていますね。

  共有データベースの活用や連携範囲
  を拡大させ情報活用を推進、
  学生ケア強化を目指す

　データ連携の際に中間ファイルを使うのは、ベ
ンダー間の責任分解点という意味もあります。今
後はよりパフォーマンスを高めるため、出力元
データベースから取込先データベースへ、直接
データを反映させる方法も検討しています。ま
た、新たなシステム連携の必要が生じたときに
は、まず共有データベースを介した連携を検討し
ます。要件変更や、新たな要件が発生して、共有
データベースに新たな項目やテーブルが追加され
るなどの改修が行われることが予想されますが、
DataSpider Servistaならスキーマを再読み込み
し、マッピングの変更を行うだけで対応できま
す。このメンテナンスの容易さは、新システムを
活用する上でも大きな利点です。共有データベー
スの活用について、豊島氏には既にいくつかの将
来的なアイデアがあると言います。

豊島氏　例えば学生のケアで言えば、出欠管理や
入退室管理の情報を連携させて『授業は欠席して
いるが図書館には来ている』であったり、学生向け
Webサービスのアクセスログと組み合わせて『学
校には来ていないけどポータルにはアクセスしてい
る』といった具合に学生動向の細かな状況が見え
てくるでしょう。それを元に、より行き届いたケアに
繋がると考えています。

ています。今回新たに構築する共有データベース
と各システムとの間のデータ連携や、個別システ
ム間に必要なデータ連携には、開発を容易にす
るためEAI/ETLツールを使うことになりました。
このツールとして採用されたのが、アシストが提
案したDataSpider Servistaです。他社の候補
に比べて対応プラットフォームの幅が広いこと
や、運用の柔軟性、そして開発が容易であると
いった点が評価されました。教務部 学務課 教務
システム係の豊島清氏は次のように言います。

豊島氏　最終的に2種類
の商用EAI/ETLツールを
比較しました。DataSpider 
Servistaを選んだのは、
実際にツールの試用版を
使ってみた感触が大きい
ですね。仕様表での比較
では分かりにくい『使いや
すさ』の部分を把握でき
ました。資料だけで決めていたとしたら、もう一方
の候補を選んでいた可能性があり、その後の開発
で苦労していたかもしれません。

　各ベンダーがそれぞれの担当システムと共有
データベースとの間の連携部分を開発するため、
開発の容易さを重視しました。開発を担当したベ
ンダーの中にはDataSpide Servistaでの開発が
初めての会社もありましたが、試用版などを使っ
て容易に習熟でき、滞りなく開発が進行していき
ました。

  巧みなトリガーの組み合わせにより
  複雑な多段階の同期スケジュール
  を遅延なく連携

　データ連携機能の開発をDa t a Sp i d e r 
Servistaで統一したことにより、各ベンダーのシ
ステム品質が統一されただけでなく、運用面の負
荷軽減も実現しました。例えば、エラー発生時の
対応をしやすくするためにログの出力書式などを
統一しました。これによりシステムごとの差異を
なくし、運用監視の統合も容易となりました。
　各システムの開発や検収は順調に進み、一部
システムは2013年内から先行して稼働を開始、
残りのシステムも2014年2月から順次稼働を開
始しています。
　DataSpider Servistaによるデータ同期は、
夜間バッチで処理されています。共有データベー
ス、教務事務システム、学生向けWebサービス

  新制度へ向けてシステム再構築に
  着手、新たに共有DBを設け
  各システム間の連携を図る
　

　開校130年、現在の駒沢の地へ移転してから
100年という歴史と伝統を誇る駒澤大学。その
ルーツは1592年に曹洞宗が設立した学寮にまで
遡り、現在では7つの学部が1つのキャンパスに
集約された総合大学となっています。
　社会が大学に求めるものは時代に応じて変化
しており、駒澤大学もそれに合わせながら伝統を
守りつつ変遷しています。2010年、学長の諮問
により次の時代に向けた駒澤大学のあり方につ
いて議論が開始され、半期修了制度や初年次教
育、語学における習熟度別クラス編成など新た
な制度を盛り込んだカリキュラムを2014年度か
ら導入することが決まりました。この新たな制度
に、カリキュラムや履修状況を管理するシステム
が既存のままでは対応できないことから、システ
ムも更新することになりました。教務部 学務課 
教務システム係 係長の丸山哲也氏は次のように
説明します。

丸山氏　既存システムの
全てを作り替えるのは期
間や予算の面からみて
現実的ではないので、部
分的に残しつつ必要な部
分を再構築し、さらに
オープンソースや商用の
ツールを活用して品質や
コスト、納期のバランス
を取ることにしました。同時に、各システム間の
連携、すなわち事務部署間で情報を共有／連携
できるよう共有データベースを新たに設けること
にしました。

　開発プロジェクト全体は教務部が中心となっ
て主導し、業務ごとの各システム構築については
それぞれ異なるベンダーに委託し、並行で進め
られました。

  試用版を通して開発生産性の
  高さを実感
  選定理由は開発の容易さ

　共有データベースの狙いは、全学生に対して横
断的な対応をしやすいよう各システムを結んで情
報活用を促進することでした。全体を通してみれ
ばOSやデータベースのプラットフォームが混在し
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〒102-8109  東京都千代田区九段北4-2-1 市ヶ谷東急ビル
〒060-0808  札幌市北区北8条西4-1-1 パストラルビルN8 5F

〒980-0013  仙台市青葉区花京院1-1-20 花京院スクエア 19F

〒460-0003  名古屋市中区錦1-11-11 名古屋インターシティ 4F

〒920-0853  金沢市本町2-15-1 ポルテ金沢  8F
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〒530-0011  大阪市北区大深町4-20 グランフロント大阪タワーA 13F
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